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22.3 75.1 2.7

周りで見たことがある（知っている） 見たことがない 無回答

全体(n=902)

(%)
0 20 40 60 80 100

18.7

27.2

79.3

69.4

2.0

3.4

周りで見たことがある（知っている） 見たことがない 無回答

女性
(n=507)

男性
(n=386)

(%)
0 20 40 60 80 100

28.6

23.5

28.0

29.5

29.4

16.7

8.8

71.4

75.3

72.0

69.7

70.6

82.4

82.4

0.0

1.2

0.0

0.9

0.0

0.9

8.8

周りで見たことがある（知っている） 見たことがない 無回答

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代

(n=108)

70歳以上

(n=216)

(%)
0 20 40 60 80 100

６. 困難な問題を抱える男性の支援について 

問３１ 困難な問題を抱えている男性について見たり聞いたりした経験の有無について 

問３１ 厚生労働省・警察庁による「令和４年中自殺の状況」によると、男性の自殺者数は女性の約２.１倍であ

り、様々な問題を抱える男性の増加が想定されます。あなたの周りで困難な問題を抱えている男性を見たり

聞いたりしたことがありますか。（〇は１つ） 

 

・困難な問題を抱えている男性については、「見たことがない」が７５.１%、「周りで見たことがある（知っている）」

が２２.３%となっています。 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも「見たことがない」の割合が９.９ポイント高くなっています。一方で、男性は女

性よりも「周りで見たことがある（知っている）」の割合が８.５ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別にみると、１８～５０歳代で「周りで見たことがある（知っている）」の割合が２０%を超えており、４０歳代

で２９.５%となっています。一方で、「見たことがない」の割合は４０歳代を除く全ての年代で約７０%を超えてお

り、６０歳代と７０歳以上でともに８２.４%となっています。 
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29.9

12.4

8.0

61.7

33.8

11.9

41.3

5.0

0.5

12.4

2.5

0.0

0 20 40 60 80

親や親族のこと

子どものこと

友人や知人のこと

仕事のこと

健康の不安のこと（自分の病気や体調など）

障がいのこと

経済的なこと

配偶者や交際相手、家族からの暴力

性的な被害のこと

相談相手や頼れる人がいないこと

その他

無回答

(MA%)
全体(n=201)

問３１－１ どのような問題を抱えているのか 

【問３１で「１.周りで見たことがある（知っている）」と答えた人におたずねします。】 

問３１－１ 周りの方はどのような問題を抱えていますか。（〇はいくつでも） 

 

・どのような問題を抱えているのかについては、「仕事のこと」が６１.７%と最も高く、次いで「経済的なこと」が４１.

３%、「健康の不安のこと（自分の病気や体調など）」が３３.８%となっています。 
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29.5

12.6

3.2

60.0

27.4

9.5

36.8

5.3

0.0

10.5

4.2

0.0

29.5

12.4

12.4

62.9

40.0

14.3

44.8

4.8

1.0

14.3

1.0

0.0

0 20 40 60 80

女性

(n=95)

男性

(n=105)

親や親族のこと

子どものこと

友人や知人のこと

仕事のこと

健康の不安のこと（自分の病気や体調など）

障がいのこと

経済的なこと

配偶者や交際相手、家族からの暴力

性的な被害のこと

相談相手や頼れる人がいないこと

その他

無回答

(MA%)

・性別にみると、男性が女性の割合を上回っている項目が多く、「健康の不安のこと（自分の病気や体調など）」

では女性より１２.６ポイント高くなっています。 
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100.0

36.8

35.0

30.4

23.3

22.2

15.8

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=4)

20歳代
(n=19)

30歳代
(n=40)

40歳代
(n=69)

50歳代
(n=30)

60歳代
(n=18)

70歳以上
(n=19)

0.0

10.5

10.0

14.5

20.0

5.6

5.3

0 20 40 60 80 100

25.0

21.1

7.5

5.8

0.0

11.1

10.5

0 20 40 60 80 100

0.0

68.4

72.5

59.4

76.7

55.6

36.8

0 20 40 60 80 100
(MA%)

25.0

31.6

30.0

30.4

33.3

44.4

47.4

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=4)

20歳代
(n=19)

30歳代
(n=40)

40歳代
(n=69)

50歳代
(n=30)

60歳代
(n=18)

70歳以上
(n=19)

0.0

5.3

15.0

10.1

16.7

27.8

0.0

0 20 40 60 80 100

50.0

57.9

32.5

46.4

36.7

33.3

42.1

0 20 40 60 80 100

0.0

5.3

7.5

2.9

3.3

11.1

0.0

0 20 40 60 80 100
(MA%)

0.0

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=4)

20歳代
(n=19)

30歳代
(n=40)

40歳代
(n=69)

50歳代
(n=30)

60歳代
(n=18)

70歳以上
(n=19)

0.0

10.5

12.5

15.9

13.3

5.6

10.5

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

2.5

4.3

3.3

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
(MA%)

親や親族のこと 子どものこと 友人や知人のこと 仕事のこと

健康の不安のこと

（自分の病気や体調など） 障がいのこと 経済的なこと
配偶者や交際相手、

家族からの暴力

性的な被害のこと
相談相手や頼れる人

がいないこと
その他

・年代別にみると、若い年代ほど「親や親族のこと」の割合が高い傾向にあり、２０歳代で３６.８%となっていま

す。また、「健康の不安のこと（自分の病気や体調など）」の割合は概ね年代が上がるほど高い傾向にあり、７０歳

以上で４７.４%となっています。 
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55.5

34.0

28.0

26.7

33.8

27.5

21.3

12.3

2.3

0.4

8.6

0 20 40 60

困難な状況に気づいてくれる人の存在

安心できる居場所

支援制度や相談窓口、専門機関など自分の
助けになるような情報を得ること

実際に支援制度や相談窓口に助けを
求めること

弁護士や医師、カウンセラーなど専門的な
知識を持っている人からのサポート

経済的な自立

経済的な自立に必要な支援や自立のための
スキルや資格

一時的な経済支援

その他

必要なことはない

無回答

(MA%)
全体(n=902)

問３２ 男性が困難な状況から回復するために必要なこと 

問３２ 男性が困難な状況から回復するためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

     （特に必要だと思うものを３つまで〇） 

 

・男性が困難な状況から回復するために必要なことについては、「困難な状況に気づいてくれる人の存在」が

55.5%と最も高く、次いで「安心できる居場所」が３４.０%、「弁護士や医師、カウンセラーなど専門的な知識を

持っている人からのサポート」が３３.８%となっています。 
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57.2

32.5

27.6

29.4

38.1

25.2

23.7

12.4

2.2

0.4

7.9

53.4

36.3

28.8

23.6

28.5

30.6

18.4

11.9

2.6

0.5

9.1

0 20 40 60

女性

(n=507)

男性

(n=386)

困難な状況に気づいてくれる人の存在

安心できる居場所

支援制度や相談窓口、専門機関など自分の
助けになるような情報を得ること

実際に支援制度や相談窓口に助けを求めること

弁護士や医師、カウンセラーなど専門的な
知識を持っている人からのサポート

経済的な自立

経済的な自立に必要な支援や自立のための
スキルや資格

一時的な経済支援

その他

必要なことはない

無回答

(MA%)

・性別にみると、女性は男性よりも「弁護士や医師、カウンセラーなど専門的な知識を持っている人からのサポー

ト」の割合が９.６ポイント高く、男性は女性よりも「経済的な自立」の割合が５.４ポイント高くなっています。 
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78.6

61.7

64.3

57.7

59.8

50.0

44.4

0 20 40 60 80 100

18・19歳
(n=14)

20歳代
(n=81)

30歳代

(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上
(n=216)

35.7

45.7

40.6

38.0

32.4

29.6

23.6

0 20 40 60 80 100

21.4

18.5

21.0

26.9

24.5

33.3

37.0

0 20 40 60 80 100

21.4

22.2

25.2

23.5

20.6

38.9

30.6

0 20 40 60 80 100
(MA%)

21.4

34.6

35.7

33.8

31.4

36.1

33.3

0 20 40 60 80 100

18・19歳

(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上

(n=216)

21.4

29.6

25.9

32.1

33.3

26.9

20.8

0 20 40 60 80 100

21.4

18.5

19.6

23.5

21.6

25.9

18.5

0 20 40 60 80 100

7.1

22.2

9.8

9.4

11.8

20.4

10.2

0 20 40 60 80 100
(MA%)

7.1

3.7

2.8

2.1

2.9

0.9

1.9

0 20 40 60 80 100

18・19歳

(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代

(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代
(n=108)

70歳以上

(n=216)

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

1.4

0 20 40 60 80 100
(MA%)

困難な状況に

気づいてくれる人

の存在 安心できる居場所

支援制度や相談窓口、

専門機関など自分の

助けになるような

情報を得ること

実際に支援制度や

相談窓口に助けを

求めること

弁護士や医師、

カウンセラーなど

専門的な知識を持って

いる人からのサポート

経済的な自立

経済的な自立に必要

な支援や自立のため

のスキルや資格

一時的な経済支援

その他 必要なことはない

・年代別にみると、全ての年代で「困難な状況に気づいてくれる人の存在」の割合が４０%を超えており、１８・１９

歳で７８.６%となっています。一方で、「支援制度や相談窓口、専門機関など自分の助けになるような情報を得

ること」は概ね年代が上がるほど高い傾向にあり、７０歳以上で３７.０%と高くなっています。 
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40.8

38.7

44.4

59.4

25.0

3.0

4.3

4.1

44.6

34.5

37.8

51.3

25.1

4.9

6.2

4.4

0 20 40 60 80

女性

(n=507)

男性

(n=386)

検診や健康づくりに関する情報を提供する

年齢に応じた健康づくりのための
機会を提供する

男性特有の病気などに配慮した医療体制
の情報を提供する

悩みや不安を相談できる体制を充実する

生涯を通じて心身ともに健康で
過ごすための学習機会をつくる

その他

特にない

無回答

(MA%)

42.1

37.1

41.5

56.0

25.3

3.9

5.1

4.3

0 20 40 60

検診や健康づくりに関する情報を提供する

年齢に応じた健康づくりのための
機会を提供する

男性特有の病気などに配慮した医療体制
の情報を提供する

悩みや不安を相談できる体制を充実する

生涯を通じて心身ともに健康で
過ごすための学習機会をつくる

その他

特にない

無回答

(MA%)
全体(n=902)

問３３ 男性のこころとからだの健康を保つために池田市が行うべき取組 

問３３ 男性のこころとからだの健康を保つために、池田市はどのような取組をする必要があると思います

か。（〇はいくつでも） 

 

・男性のこころとからだの健康を保つために池田市が行うべき取組については、「悩みや不安を相談できる体制

を充実する」が５６.０%と最も高く、次いで「検診や健康づくりに関する情報を提供する」が４２.１%、「男性特有

の病気などに配慮した医療体制の情報を提供する」が４１.５%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・性別にみると、女性は男性よりも「男性特有の病気などに配慮した医療体制の情報を提供する」の割合が６.６

ポイント、「悩みや不安を相談できる体制を充実する」の割合が８.１ポイント高くなっています。 
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57.1

37.0

52.4

37.2

39.2

44.4

42.6

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代

(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代
(n=102)

60歳代

(n=108)

70歳以上
(n=216)

50.0

30.9

32.2

34.2

35.3

40.7

44.0

0 20 40 60 80

50.0

43.2

44.1

44.0

34.3

40.7

39.4

0 20 40 60 80

42.9

69.1

58.0

58.5

54.9

56.5

48.6

0 20 40 60 80
(MA%)

35.7

25.9

22.4

23.5

25.5

30.6

25.9

0 20 40 60 80

18・19歳
(n=14)

20歳代

(n=81)

30歳代
(n=143)

40歳代
(n=234)

50歳代

(n=102)

60歳代

(n=108)

70歳以上
(n=216)

0.0

3.7

7.0

3.8

5.9

2.8

1.9

0 20 40 60 80

7.1

3.7

4.9

5.1

5.9

7.4

3.7

0 20 40 60 80
(MA%)

検診や健康づくり

に関する情報

を提供する

年齢に応じた健康

づくりのための

機会を提供する

男性特有の病気

などに配慮した

医療体制の

情報を提供する

悩みや不安を

相談できる体制

を充実する

生涯を通じて心身

ともに健康で過ごす

ための学習機会

をつくる

その他 特にない

・年代別にみると、全ての年代で「悩みや不安を相談できる体制を充実する」の割合が４０%を超えており、２０

歳代で６９.１%と高くなっています。一方で、「年齢に応じた健康づくりのための機会を提供する」の割合は１８・１

９歳を除いて年代が上がるほど高い傾向にあり、７０歳以上で４４.０%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


